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ノ リ養 殖 に 関 す る 研 究

足 助 光 久

最近多収獲性品種であるオオバアサクナノリやナラワスサビノリを養殖して成果を上げているとの報

告が見られる｡本年度はこれらのうちオオバアサクサノリをとりあげ,陸奥湾での適応性を検討するた

め,採酋育成試験を行な った｡また前年度に引続き,陸奥湾内津軽半島沿岸のノリ養殖を推進するため

,浮動式人工干出法(こエる採苗試験を実施した｡

病害対策としては,本県(こ適した冷蔵網(こついて試験を行なうと共(こ,テス ト桐による病害予報の可

能性を調査した｡

Ⅰ 採苗育成試験

1. オオバアサクサノリ採苗育成試験

試 験 場 所

平内町浜子､茂浦地先

試 験 方 法

採苗は4月28日に,当セソクー(こおいて果胞子付けして室温培養しておいたオオバアサクサノリの糸状

体を使用し,9月19日に平内町浜子地先でズポ式採筒にエり行な った｡探筒後9月22日からは,.同

地先の固定柵へ 1柵当り5枚薫ねとして張込み, 12月6日以降は当セソクー前浜で浮き流し方法にエ

リ1枚張で養成した｡

試 験 結 果

採苗状況および芽付は次のとおりである｡

採 苗 期 間 ノリ約数 糸 状 体 数 水 温 比 重 9月2
占日観察芽

付 大 き さ9月19日～22日 40枚 do枚(ホタテ貝 ) 21.5 o C 25.8 5-25億

/1C渦 cell1-5ノリ約1枚(こ対し使用した糸状体貝殻は 1.5枚で,アサクナノリの

場合と同量であ ったが,採背後4日目で5-25億/1(東と適当な芽付が見られた.その後の生長状況(

こついては,第1表に示すとおりである. 12月4日の観察では,菓長8-15C虎と,アサクサノリ等

に比べ掛 こ生長が良いとは言えないが,その後 17日間で15-18C仇と良い伸びを示した0 12月25日にはノリ網1枚から約12

晦(生ノリ)の生産があ った.
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第 1.表 オオバアサクサノリ生長状況

蔑察月日 芽 付 莫 長 色 択 一 湿 重 畳 青ノリi桂 藻

-赤 ぐされ10月20日 50-150/1cm 0.4-1.0mm 良 一■l■■一-5.2み/10莞 + + -12月 4日 +ト 8-15

cm 良 γγ γγ 一●■■-12月16日 +ト

10-14cr/i 良 6.5 γγ γγ γ12月21日 +ト 15-18C,m 良 10.8 γγ

γγ γ12月25日 +ト ll-18cm 良 12.8 γγ γ

γ γ染 '.網糸 10cmをサラ

V布lこて水切 り後秤量冒

非常(こ多い γ 少ない多い γγ 非常tこ

少ないやや多い

- なし2 浮動式

人工千出法による採苗育成試験試 験 場 所平館村船岡､石崎地元試 験 方 法10月

12日～ 16日lこズポ式採曲tこより採曲したノiJ細 20反を使用し､平館村船岡および石崎地先(こそれぞれ 10反づつ

5枚重ね とし､浮き流し施設(こ張込んだ.以後ノ9芽の生長(こ応じ1枚張りにし養成を行な った｡人工干出の方法は､7日～ lO日毎lこノリ網を陸上(こあげ4-6時間の干出を与え､再び漁場

(こ張込む方法で行な った｡試 験 結 果採苗状況および芽付きは次のとおりであ

る｡採 暫 期 間 ノリ約数 糸 状 体 数 水 温 .比 重 . 10月25日観察芽 付 大 き さ10月12日～16日 40枚 do枚(ホタテ貝) 20.2o C 25.0 25-50倒/1cm'

cell1～5採苗後 7日目の

載察では､芽付が25- 50僧/1cl/Lでやや多い傾向が見られた｡その後の生長状況について

は第2表(こ示す とお りである｡11月10日の観察では､やや槌色し芽イタミも少し出ていたが､その

後回復が見られた｡船岡地先と石崎地先を比べると､昨年は船岡地先のものが礎色､芽 イタミが著しく､12月

(こは桶上げをしたが､今年は石崎地先と同程度の里長が見られた

｡第2表_浮動式人工干出法によるノリの生長状況観察月日 芽 付 葉 長 色 沢 雑 ■藻 碇 藻 芽イ夕ミ,.

その他11月10日 1515Achi=0.1一-1.Omm やや槌色
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ⅠⅠ 病 害 防 除 試 験

1. 冷蔵網tこ関する試験

試 験場 所 平内町茂浦地先

試 験 方 法

平内町浜子地先おエび大湊地先でズポ式採由したノリ網を使用し､12月6日tこ冷蔵を行な った｡

ノリ絹は遠心脱水晩にエリ5分間脱水した後､ポリ袋tこ入れ密封し､- 28o Cで当センターの冷蔵

庫tこ保管した｡沖出しは12月25日に行ない､張込後の芽落､回復､生長状況について観察した｡

試 験 結 果

冷蔵したノリ縞の状況は次のとおりである｡

番号 種 類 莫 長 湿重責 脱髄 芽 付 膏ノ リ 碇 藻 赤く'8m

色 沢 採酋月日.艦1 オオバアサクザ9 6-10cm 8,550g 5,5405 ≠

γ γγ - 良 9月19日ノ砿2 アサクサノ リ 4- 7C7元5,190㌢ 4,

550g 1≠ - - 一-■■■■ 良 9月27日沖出し後の生島状況は第5表tこ

示す とおりである｡沖出し時のノリ芽の回復は､2時間後(こ赤変が10-20%(こなり､芽落が僅か

に見 られる程度であ った｡沖出し後の生長は必 1(オオバアサクサノリ)の網で1月8日､4-8cm､1月1

8日､8-15Cか 2月5日､10-16C虎となり､ML2(アサクナノリ)の網ではそれぞれ 5-8cln､6-9Cか 9-1

2cm･といずれも順調な伸びが見られた.第5表 冷蔵網沖出し結果沖 出 し状 況 12月25日 沖出し水温8.6o C､比電21.6
回復状況(ノリの赤変割合)嘩過時間l
60分 120分.46:1 5

0-40% 10一一20%,462 20-5〔〕%

10- 15%観察月日 番号 葉 長 湿 重 量 芽 付 育ノリI 碇藻 赤ぐされ

色 沢 樋 色I1月 8日 .461 4- 8cln
4.8㌢/10cmT, ≠ γγ 77 - 良 10

%2 5- 8 4.6 ≠ γγ γ

γ ■■- 良 10<1月18日 1 8-15 l
l.4 +卜 γγ 77 - 良 一-2 6- 9 8.2 ≠ γγ γγ - 良

-2月 5日
1 10-16 ll.7 ≠ γγ 77 - 良 一-2 9一一12 10.9 +汁 γγ γγ -

良 I-2.病害予報調査調 査 場 所平内町浅所地
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使用 した網 (1.2mX9m､三種混合綱､葉長 5- 12cm)は､ 9月22日に平内町浜子においてズ

ポ式採苗 したもので､ 12月5日に養殖場に張込んだ.

第 1図 調査地点位置図

調 査 結 果テス ト網張込後のアカグサレ発生状況は､軍4表に示すとおりである0 12月

22日(18日日)の観察では､葉休部の染色率が5-10% と少ないが.､根部では20-50%(こ

な っているものもあり､アカグサレ病の発生が根部や幼芽に多く見られた. 1月に入 ってからは.46:1および

.462の地区では根部の羅病が 40-60% と著しく､ノリ芽が流失

す る状態とな って いた｡浅所養殖場内のノリ鰍 こついては､11月～12月の問は ､アカグサレの発

生は見られたが順調な伸びを示 していた｡ 1月に入り､アカグサレの蔓延と時化の為にノリの流失が目立ち､2月末頃ま

でこの状態が続いた

｡養殖状況について本年度のノリ養殖状況は第5表のとおりで､小湊では1月～ 2月の赤グサレ

による被害が大きく､生産は滅少しに｡野辺地も周様な傾向で思わしくなく､清水川でやや個人的(こ生

産をあげだが､県全体では約 150万枚と平年作tこ満たなか った｡
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第4表 浅所漁場におけるテス ト網状況

藤 月日 福番号 葉 長 エリスロVソ染色率 付 着 物
色 沢葉 休 部 根 部

青 ノ リ 碇 藻12月22日 JW..1 4- 8cT/( #10-15% 2

0-50% γγ γγ 良2 5一一 9 5-10 20-5U γγ γγ 〟

5 4- 6 5< 5-10 γγ γγ

〟4 7-ll 5～10 20一一50

γγ γγ 〟5 10-15 5-10 15-50 γγ

γγ 〟1月11日 一461 5- 5 2

0-25 4D～5D γγ γγ やや薄

2 5- 7 10-15 ･20-50 γγ γ

γ 〟5 4- 7 5-10 40-50

γγ γγ 良4 6-ll 10-15 50-

40 γγ γγ 〟■5 5- 7 1

0-15 20-50 γγ γγ 〟1月22日 ノ拡1 1～ 2 5< 40-50 γ

γ γ やや薄2 2- 4 5--10

50-60 γγ γ 〟5 5- 8 10-15 5

0-40 γγ γ 良4 7-10 10-15

20-50 γγ γ 〟5 7-ll 10-15 20-50 γ

γ γ 〟※エ リスロVソ(こより染色された割合(

羅病率 )第5表 ノリ養殖状況漁 協 名 業 者 数 県外種苗 県内種苗 生産約数 生産数畏 生産金額

小 湊 108名 500反 5,500反 1,500反 812千枚 ll,

565千円野 辺 地 9 0 1.000 750 460 4,600括 水 川

5 100 250 150 150 1,500そ の 他 20 0 200

100 100 1,000合 計 140 600 4,950 2,460

1,502 18.265 ■考 察オオバアサクサノリについては､伸びが良く病

害に強い等の品種特性があると言われているが､本年度の試験で払 この様な特性は特に見られなか ったが､ ア

サクサノリに比べ粟島がやや長くなるので収獲面では有利と思われる｡採苗､育成方法は従来のアサクサノ

リと同じ方法で可能であ った｡浮動式人工干出法については､管理面で手間がかかるが､採苗から摘

採まで浮き流し方法で行なうことが出来た｡更に採苗時期｡幼芽時の干出方法､施肥効果等を検討する事

により実用化が可能と思われる｡冷蔵桐(こついては､昨年度に引続き簡

易な方法としてノリ縞を脱水機tこかけるだけの冷蔵網を試験した茄 20




